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Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
南
ア
ル
プ
ス
ト

ン
ネ
ル
新
設
山
梨
工
区
工
事
（
早
川
町
）
と
第
四
南
巨
摩

ト
ン
ネ
ル
西
工
区
工
事
（
同
）
か
ら
の
発
生
土
（
ズ
リ
）

に
つ
い
て
、
新
た
な
仮
置
き
場
を
早
川
町
西
之
宮
地
区
に

設
置
す
る
。県
道
37
号
線
沿
い
の
約
１
万
７
０
０
０
㎡（
北

側
約
１
万
㎡
、
南
側
約
７
０
０
０
㎡
）
で
盛
土
を
行
う
。

容
量
は
約
９
万
㎥
（
北
側
約
７
万
２
０
０
０
㎥
、
南
側
約

１
万
８
０
０
０
㎥
）、
最
大
盛
土
高
は
約
15
ｍ
。

今
月
か
ら
進
入
路
整
備
や

仮
設
設
備
設
置
な
ど
の
準
備

工
事
に
着
手
。
来
月
か
ら
土

搬
入
な
ど
の
盛
土
を
開
始

し
、
２
０
１
８
年
か
ら
仮
置

き
を
行
う
計
画
。
公
開
し
た

環
境
保
全
措
置
で
工
事
概
要

な
ど
を
示
し
た
。

早
川
町
に
お
け
る
リ
ニ
ア

発
生
土
の
置
き
場
（
仮
置
き

場
）
は
、
塩
島
地
区
、
雨
畑

地
区
（
仮
置
き
場
）、
塩
島

南
地
区
が
具
体
化
し
て
お

り
、
今
回
で
４
カ
所
目
。

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
山

梨
工
区
の
施
工
は
大
成
建

設
・
佐
藤
工
業
・
銭
高
組
Ｊ

Ｖ
、
第
四
南
巨
摩
ト
ン
ネ
ル

新
設
工
事
西
工
区
の
施
工
は

西
松
建
設
・
青
木
あ
す
な
ろ

建
設
・
岩
田
地
先
建
設
Ｊ

Ｖ
。西

之
宮
地
区
発
生
土
仮
置

き
場
は
、
要
対
策
土
と
な
ら
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山
梨
市
は
、
三
富
下
釜
口

の
旧
大
平
牧
場
跡
地
の
利
用

に
関
し
て
、
太
陽
光
発
電
お

よ
び
営
農
地
と
し
て
の
活
用

案
を
受
け
入
れ
、
事
業
地
内

に
含
ま
れ
る
市
有
地
処
分
を

市
議
会
定
例
会
に
議
案
上
程

し
て
い
る
。

同
地
活
用
に
関
し
て
望
月

清
賢
市
長
は
、
定
例
会
開
会

に
あ
た
っ
て
の
所
信
で
主
要

課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ

て
お
り
、
跡
地
に
つ
い
て
は

「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
が
あ
っ
て
検
討
し
て
き
た

が
、
山
間
地
で
あ
り
、
標
高

は
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
、
交

通
網
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

た
め
事
業
化
に
至
っ
て
い
な

い
」
と
経
緯
を
説
明
。

今
回
提
案
の
あ
っ
た
太
陽

光
発
電
・
営
農
施
設
に
つ
い

道
志
村
は
、
旧
道
志
小
学

校
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
年

内
に
指
針
を
出
す
予
定
だ
。

今
後
専
門
委
員
会
を
立
ち
上

富
士
河
口
湖
町
は
、
長
浜

地
区
と
西
湖
地
区
へ
の
親
水

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、
事

業
進
捗
を
明
ら
か
に
し
た
。

長
浜
地
区
で
は
昨
年
度
と
本

年
度
に
整
備
す
る
予
定
で
、

西
湖
地
区
は
整
備
の
方
向
性

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

長
浜
地
区
で
は
昨
年
度
、

町
立
西
浜
小
学
校
付
近
の
湖

岸
で
芝
張
り（
２
４
３
２
㎡
）

や
植
栽
、
安
全
対
策
工
事
、

町
道
の
拡
幅
工
事
を
実
施

し
、
公
園
の
一
部
が
完
成
。

本
年
度
は
、
芝
張
り
（
１
３

笛
吹
市
一
宮
町
の
食
品
製

造
業
㈱
桔
梗
屋
は
、
山
梨
市
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入札ネットの
無料体験  受付中

県県土整備部の金井
トンネル（仮称）建設
工事公告を掲載しま
した

強
電
設
備
工
事
、
弱
電
設
備

工
事
を
発
注
す
る
。
同
警
察

署
の
建
築
工
事
は
既
に
一
般

競
争
入
札
を
公
告
し
て
お

り
、
県
内
本
店
３
者
Ｊ
Ｖ
に

よ
る
開
札
を
７
月
３
日
に
行

う
。
予
定
価
格
は
９
億
５
９

０
万
４
０
０
０
円
（
税
込

み
）。警察

関
係
で
は
そ
の
ほ

か
、
河
口
湖
交
番
建
設
工
事

（
富
士
河
口
湖
町
）、
大
月
警

察
署
下
川
渡
職
員
宿
舎
大
規

模
改
修
工
事
（
大
月
市
）
も

発
注
す
る
。

【
流
域
下
水
道
事
務
所
】

富
士
北
麓
２
号
幹
線
管
渠

の
耐
震
工
事
で
１
工
区
（
富

士
吉
田
市
）、
２
工
区
（
忍

野
村
）
を
発
注
す
る
。

（
５
面
に
６
月
追
加
分
の

工
事
一
覧
を
掲
載
）

一
丁
田
中
に
工
場
な
ど
を
建

設
す
る
。
施
工
を
井
口
工
業

に
依
頼
し
、
４
月
か
ら
建
設

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

桔
梗
屋
は
、
同
所
の
工
場

跡
地
約
Ａ
１
・
１
万
㎡
を
取

得
し
、
延
べ
約
１
７
０
０
㎡

の
工
場
や
倉
庫
な
ど
を
建
設

す
る
。
９
月
の
完
成
、
10
月

か
ら
の
操
業
を
目
指
し
て
い

る
。望
月
清
賢
山
梨
市
長
は
、

開
会
中
の
市
議
会
の
所
信
表

明
で
こ
の
こ
と
に
触
れ
、
雇

用
や
定
住
促
進
の
面
で
喜
ば

し
い
と
述
べ
る
と
と
も
に

「
ほ
か
に
も
大
型
商
業
施
設

な
ど
企
業
立
地
が
検
討
さ
れ

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

研
究
開
発
支
援
棟
に
着
工

工
事
発
注
計
画
を
追
加

富
士
工
業
技
術

セ

ン

タ

ー

県県土整備部

山
梨
市
一
丁
田
中
に

桔
梗
屋
が
工
場
建
設

施
工
は
井
口
工
業

０
０
㎡
）
と
約
３
０
０
ｍ
の

遊
歩
道
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
現
在
は
東
京
電
力
と
用

地
の
確
定
作
業
中
で
、
河
川

占
用
の
許
可
申
請
、
国
立
公

園
の
申
請
を
進
め
て
い
く
。

ボ
ー
ト
の
係
留
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
活
用
策
も
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

西
湖
地
区
で
は
、
昨
年
８

月
に
向
浜
親
水
公
園
整
備
に

つ
い
て
地
元
の
住
民
と
検
討

委
員
会
を
開
催
。
住
民
か
ら

は
、
事
業
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
が
出

さ
れ
た
が
、
予
算
面
な
ど
を

考
慮
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
調
整
し

て
い
る
。

親
水
公
園
を
整
備

長
浜
地
区

富
士
河
口
湖
町

リニアトンネル発生土仮置き場

早川町西之宮にも設置

1.7
万
㎡
に
９
万
㎥
、盛
土
15
ｍ

町
内
４
カ
所
目 

今
月
か
ら
準
備
工

ＪＲ東海
県道37号線

西之宮地区発生土仮置き場計画地平面図

←大島

塩島→

早川←

発生土仮置き場計画地 発生土仮置き場計画地

西之宮地区造成事業
（早川町事業）

な
い
発
生
土
を
搬
入
し
、
最

終
的
な
置
き
場
に
搬
出
す
る

ま
で
仮
置
き
す
る
。
土
地
は

既
に
他
事
業
で
資
材
置
き
場

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

仮
置
き
期
間
中
は
約
15
ｍ
の

高
さ
ま
で
発
生
土
を
搬
入
す

る
。設

置
場
所
の
北
側
で
は
、

早
川
町
が
農
産
物
直
売
所
な

ど
の
集
客
施
設
を
建
設
す
る

た
め
の
造
成
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。

工
程
は
、
準
備
工
（
進
入

路
整
備
、仮
囲
い
設
置
な
ど
）

を
２
０
１
７
年
６
月
か
ら
、

盛
土
工
を
７
月
か
ら
行
い
、

18
年
１
月
か
ら
仮
置
き
を
開

始
す
る
。
工
期
は
23
年
度
ま

で
の
予
定
。
搬
入
路
は
、
県

道
37
号
線
、町
道
広
河
原
線
、

農
道
を
利
用
す
る
。

主
な
施
工
手
順
は
、
搬
入

前
に
草
木
の
伐
開
や
排
水
溝

な
ど
の
仮
設
設
備
を
設
置
。

発
生
土
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど

で
敷
き
均
し
、
厚
さ
約
50
㎝

ご
と
を
基
本
に
締
固
め
を
行

う
。
搬
出
後
は
原
形
復
旧
を

行
い
地
権
者
へ
返
還
す
る
。

仮
置
き
場
の
管
理
計
画
で

は
、
排
水
対
策
と
し
て
仮
置

き
場
の
外
周
に
排
水
溝
を
設

置
し
、雨
水
の
流
入
を
防
止
。

湧
水
は
存
在
し
な
い
た
め
暗

渠
は
設
置
し
な
い
。
規
模
や

盛
土
高
を
勘
案
し
て
防
災
調

整
池
は
設
置
し
な
い
が
、
各

盛
土
箇
所
の
最
下
流
に
沈
砂

池
を
設
置
す
る
。

げ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

６
日
の
村
議
会
一
般
質
問

で
佐
藤
進
議
員
は
、
昨
年
度

策
定
し
た
公
共
施
設
管
理
計

画
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
。

村
で
は
、
庁
内
で
統
廃
合

や
長
寿
命
化
な
ど
の
活
用
策

を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
特
に
旧
道
志
小
は
年

内
に
活
用
に
向
け
た
指
針
を

固
め
る
予
定
で
、
道
志
水
源

の
森
内
各
施
設
の
検
討
も

行
っ
て
い
く
。

旧
道
志
小
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
て
延
べ
１
７
９
５
㎡
で
、

１
９
８
１
年
に
建
設
。

て
は
「
市
と
し
て
事
業
内
容

を
検
討
し
た
結
果
、
法
令
順

守
と
事
業
可
能
条
件
整
備
を

条
件
に
進
め
る
と
し
て
、
事

業
地
内
の
市
有
地
払
い
下
げ

の
手
続
き
を
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

計
画
で
は
、
山
林
原
野
で

あ
る
北
側
斜
面
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
牧
場
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
平
坦

な
部
分
を
農
地
と
し
て
活
用

す
る
。
太
陽
光
発
電
施
設
部

分
が
Ａ
14
・
４
５ 

ha
、
営
農

地
が
Ａ
11
・
９
２ 

ha
。
今
回

市
が
払
下
げ
処
分
を
行
お
う

と
す
る
の
は
28
筆
、
Ａ
14
万

７
８
１
２
㎡
。

旧
大
平
牧
場
の
跡
地

太
陽
光
と
営
農
施
設

山梨市

旧
小
学
校
の
活
用

年
内
に
指
針
示
す

道
志
村

県
県
土
整
備
部
は
、
２
０

１
７
年
度
の
工
事
発
注
計
画

で
６
月
追
加
分
を
公
開
し

た
。
営
繕
課
13
件
、
流
域
下

水
道
事
務
所
２
件
の
合
計
15

件
。主

な
予
定
工
事
は
次
の
と

お
り
。

【
営
繕
課
】

富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
）
で
研
究
開

発
支
援
棟
（
Ｓ
造
平
家
建
て

延
べ
約
６
０
０
㎡
）
の
建
築

工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
機

械
設
備
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
第

２
四
半
期
に
発
注
。

富
士
吉
田
警
察
署
の
建
設

（
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
３
階
建

て
延
べ
約
４
７
０
０
㎡
。
富

士
吉
田
市
）
で
は
、
空
調
設

備
工
事
、給
排
水
設
備
工
事
、


